かぎ とげ とげ さんりょう お はくめ い 

の 西 を 劃る 黒い 尖々 の 山稜 の 向う に 落ちて 薄明が 来 

きし 

たために そんなに 軋んで いたの だろうと おもいます。 

私 は 魚の ように あえぎながら 何べ んも あたり を 見 ま 

わしました。 

い けだもの 

ただ 一 かけの 鳥 も 居ず、 どこに もやさし い 獣 のか 

すかな けはい さえなかった のです。 

ぜんたい きけん 

(私 は 全体 何 をたず ねて こんな 気圏の 上の 方、 きんき 

ん 痛む 空気の 中 を ある いている のか。) 

私 は ひとりで 自分に たずねました。 

じめん かわ はい 

こけももが いっか なくなって 地面 は 乾いた 灰い ろの 

苔で 覆われ ところどころに は 赤い 苔の 花 もさいて いま 



した。 けれども それ はいよ いよつ めたい 高原の 悲痛 を 

ま 

増す ばかりでした。 

そしてい つか 薄明 は 黄昏に 入り かわられ、 苔の 花 も 

さんりょう 

赤ぐ ろく 見え 西の 山稜 の 上の そらば かり かすかに 黄 

いろに 濁りました。 

むこ みずうみ 

そのと き 私 ははる かの 向う に まつ 白な 湖 を 見た の 

です。 

ソ— ダ けっしょう 

(水で はない ぞ、 また 曹達 や 何 かの 結晶 だぞ。 いま 

よろこ だま おと 

のうち ひどく 悦 んで 欺され たと き 力 を 落しち やい か 

ない ぞ。) 私 は 自分で 自分に 言いました。 

それでも やっぱり 私 は 急ぎました。 



湖 はだん だん 近く 光って きました。 間もなく 私 は 

せきえい すな たた 

ま つ 白な 石英の 砂と その 向う に 音な く湛 える ほんとう 

の 水と を 見ました。 

砂が きしきし 鳴りました。 私 は それ を 一 つまみとつ 

びこう ふくろく ほうすい つぶ 

て 空の 微光に しらべました。 すきとおる 複 六方 錐の 粒 

だった のです。 

せきえい あんざんがん リ ゆうもんがん 

(石英 安山岩 か 流紋岩 から 来た。 ) 

みずぎわ 

私 はつぶ やくように また 考える ようにしながら 水際 

に 立ちました。 

かれいき やく こお リそ うとうかん 

(こいつ は 過 冷却の 水 だ。 氷 相当 官 なの だ。) 私 はも 

い ち ど 

一 度 こころの 中で つぶやきました。 



まった リん こう 

全 く 私の てのひら は 水の 中で 青 じろ く 燐光 を 出し 

て いました。 

あたりが 俄にき いんと なり、 

ほ 

(風 だよ、 草の 穂 だよ。 ごうごうごう ごう。) こんな 

ことば 

語が 私の 頭の 中で 鳴りました。 まっくらでした。 

まっくらで 少しう す 赤かった のです。 

私 はまた 眼 を 開きました。 

い つ の 間に かすつ かり 夜に な つ て そら はまる です き 

すてき や みが 

とおって いました。 素敵に 灼 きを かけられて よく 研 か 

こうてつ せい ぎんが なが 

れた 鋼鉄 製の 天の 野原に 銀河の 水 は 音な く 流れ、 

こうぎょく こじゃり きし 

鋼玉 の 小 砂利 も 光り 岸の 砂 も 一 つぶず つ 数えられた 



のです。 

ききょう つめ てんばん こんごうせき へ きかいへ ん 

また その 桔梗い ろの 冷たい 天 盤に は 金剛石の 劈開 片 

せ い ほうぎょく とが 

や 青 宝玉 の 尖った 粒 や あるいは まるでけ むりの 草の 

きず いしょう せいこう 

た ね ほど の 黄水晶 の か けらまで > J く 精巧の ピ ン セット 

でき ちんと ひろわれ きれいに ちりばめられ それ はめい 

かって こきゅう 

めい 勝手に 呼吸し 勝手に ぷりぷり ふるえました。 

すな すな つ ？ 

私 はまた 足 もとの 砂 を 見ましたら その 砂粒の 中に も 

黄い ろ や 青 や 小さな 火が ちらちら またたいて いるので 

おそ かれいき やく こはん 

した。 恐らく は その ツエ ラ 高原の 過 冷却 湖畔 も 天の 

ぎんが いちぶ 

銀河の 一 部と 思われました。 

けれども この 時 は 早く も 高原の 夜 は 明ける らし か つ 



たのです。 

ガラス 

それ は 空気の 中に 何 かしら そらぞらしい 硝子の 分子 

のよう な ものが 浮んで きたので も わかり ましたが 第 一 

東の 九つの 小さな 青い 星で 囲まれた そらの 泉水の よう 

な ものが 大 へん 光が 弱くな り そこの 空 は 早く も 鋼 青 か 

てんがせ き いた かわ じ つ 

ら 天河 石の 板に 変って いた ことから 実に あきらか だ つ 

たのです。 

つめ ききょう いろ そこび か か 

その 冷たい 桔梗 色の 底光りす る 空間 を 一 人の 天が 翔 

けて いるの を 私 は 見ました。 

(とうとう まぎれ 込んだ、 人の 世界の ツエ ラ 高原の 空 

間から 天の 空間へ ふ つ と まぎれこん だの だ。) 私 は 胸 



おど こ 

を 躍らせながら 斯う 思いました。 

天人 はまつ すぐに 翔けて いるので した。 

( 一瞬 百 由 旬 を 飛んで いる ぞ。 けれども 見ろ、 少し 

も 動いて いない。 少しも 動かずに 移らずに 変らずに た 

しかに 一 瞬 百 由 旬ず つ 翔けて いる。 実にうまい。) 私 

は 斯うつ ぶやくよ うに 考えました。 

ころも ようら くまいそう 

天人の 衣 はけむ りの ようにう すく その 瓔珞 は昧爽 

てんばん う 

の 天 盤から かすかな 光 を 受けました。 

きはく ほと しんくう ひと 

(はは あ、 ここ は 空気の 稀薄が 殆んど 真空に 均し い の 

せんさい みだ 

だ。 だから あの 繊細な 衣の ひだ を ちらっと 乱す 風 もな 

い。) 私 はまた 思いました。 



こん ひとみ は 

天人 は 紺い ろの 瞳 を 大きく 張って またたき 一 つし 

くち o る かす わら 

ませんで した。 その 唇 は 微かに 哂 いまつす ぐに まつ 

すぐに 翔けて いました。 けれども 少しも 動かず 移らず 

また 変り ませんで した。 

のぞ きょ ねが 

(ここで は あらゆる 望みが みんな 浄 めら れ ている。 願 

いの 数 はみ な 寂め られ ている。 重力 は 互に 打ち消 

つめ にお ふどう 

され 冷たい まるめろ の 匂いが 浮動す るば かりだ。 だか 

てんい ひも なみ えんちょく た 

ら あの 天衣の 紐 も 波立たず また 鉛直に 垂れない の 

だ。) 

てんがせ き ぷ どうめ の う 

けれども そのと き 空 は 天河 石から あやしい 葡萄 瑪瑙 

のぼに 変り その 天人の 翔ける 姿 をもう 私 は 見ません 



でした。 

(やっぱり ッ エラの 高原 だ。 ほんの 一 時の まぎれ 込み 

けっきょく こ 

など は 結局 あてに ならない の だ。) 斯う 私 は 自分で 自 

分に 誨ぇ るよう にしました。 けれども どうもお かしい 

こと は あの 天 盤の つめたい まるめろ に 妙た かおりが ま 

だ その 辺に 漂って いるので した。 そして 私 はまた ち 

せかい ゆめ 

ら つ とさつき の あやしい 天の 世界の 空間 を 夢の ように 

感じた のです。 

力ん かく 

(こいつ はやつ ぱリ おかしい ぞ。 天の 空間 は 私の 感覚 

のす ぐ 隣 りに 居る らしい。 みちを あるいて 黄金い ろの 

うんも 

雲母の かけらが だんだん たくさん 出て 来れば だんだん 



花崗岩に 近づ いたな と 思う の だ。 ほんの まぐれあたり 

でも あんまり 度々 になる ととうとう それが ほんと にな 

いちど せかい 

る。 きっと 私 はもう 一度 この 高原で 天の 世界 を 感ずる 

ことができる。) 私 は ひとりで 斯う 思いながら その ま 

ま 立 つ ておりました。 

ひとみ てん まった すな 

そして 空から 瞳 を 高原に 転じました。 全く 砂 はも 

みずうみ ろくしょう 

うまつ 白に 見えて いました。 湖 は 緑青より ももつ 

しんぞう つめ 

と 古び その 青 さは 私の 心臓まで 冷たく しました。 

こども 

ふと 私 は 私の 前に 三人の 天の 子供ら を 見ました。 そ 

しも お うすもの くつ 

れは みな 霜 を 織った ような 羅 をつ け すきとおる 沓を 

みずぎわ 

はき 私の 前の 水際に 立 つてし きりに 東の 空 を のぞみ 



たいよう のぼ ま 

太陽の 昇る の を 待って いるよう でした。 その 東の 空 は 

もう 白く 燃えて いました。 私 は 天の 子供ら の ひだの つ 

けよう から その ガン ダ— ラ 系統な の を 知りました。 ま 

コ ウタン はいし はっくつ へ きが 

た そのたし かに 于闐大 寺の 廃趾 から 発掘され た 壁画の 

中の 三人な こと を 知りました。 私 はしず かに そっちへ 

すす おどろ ひく あいさつ 

進み 愕 かさない ように ごく 声 低く 挨拶し ました。 

「お早う、 于闐大 寺の 壁画の 中の 子供さん たち ご 

い つ しょ む ようら く 

三人 一緒に こっち を 向きました。 その 瓔珞 のかが や 

きと 黒い 歉 めしい 瞳。 

私 は 進みながら またみ いました。 

n ウタン 

「お早う。 于闐大 寺の 壁画の 中の 子供さん たち ご 



い うすもの にじ 

を 射、 羅 は 虹の ように ひるがえりました。 

も 1.^19 うみ 

そして 早く も その 燃え立った 白金の そら、 湖 の 向 

うぐいす と 

うの 鶯 いろの 原の はてから 熔けた ような もの、 なま 

はんしゃろ しゅ 

めかし いもの、 古びた 黄金、 反射炉の 中の 朱、 一 きれ 

の 光る ものが 現われました。 

が つ しょう 

天の 子供ら はまつ すぐに 立って そっちへ 合掌し ま 

した。 

た いよう おご そ まる 

それ は 太陽でした。 厳かに その あやしい 円い 熔け 

のぼ 

たような からだ を ゆすり 間もなく 正しく 空に 昇った 天 

の 世界の 太陽でした。 光 は 針 や 束になって そそぎ そこ 

らいち めんかち かち 鳴りました。 
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